
ふるさと わがまち わが地域 

久僧（きゅうそ）地区（更新３）２８１２０２ 
世帯数  ７８世帯 
人口    １８４人 
（平成２８年１０月末） 
 
前回（２８/４）より 
世帯数 ＋２世帯 
人口    ＋１人 

★地区概要 

世帯数  ７７世帯 
人口   ３７２人 
（昭和３０年１０月１日） 

 久僧は、今から６４５年以前の貞治年間（１３６２～１３６８）足利義詮（第２代
将軍・よしあきら）の時代、今の部落より、３００ｍ南方にあたる池田、池上の山
間に百余戸の大部落として農業を営んでいた。ところが弘治３年（１５５７）旧冬
から疱瘡・麻疹が流行し、そのうえ近畿各地にわたり５月から８月まで災早飢饉
になやまされている折も折、各地大暴風雨の災渦に襲われた。かつて文明７年
（１４７５）以来８３年ぶりで、付近の山谷は崩れ落ち、部落の過半は土壌のた
め埋没し、家屋は倒壊、人畜の被害は甚大で、惨状見る影もない姿に変わった。
村民は仕方なく字小谷の地に移転し、農業のかたわら、海藻を採り生計を立て
ていたが、漸次海浜の近くに居住して現在に至った。永禄年間（１５５８～１５７
０）から砂浜中心の漁業も多く行われていたようである。しかし現在は衰微して
いるが、美しい砂浜は避暑客の民宿の好適地である。（広報たんごより引用） 

宇川駐在所 

 宇川農業会館は、宇川地域全体での多目的な拠点施設として建設され、地域住民
の交流促進、生活改善のための研修・協議、健康診断等を行うことにより、本地域で
の新しいムラづくりを推進することを目的として建設されました。 
 平成２８年４月１日、京丹後市から無償譲渡を受け、宇川農業会館は「久僧公民
館」として新たにスタートしました。 

久僧海水浴場 

元市立下宇川保育所 
現 宇川ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｲﾌﾊｳｽ 

 宇川加工所はメンバー１４名。  

 下宇川保育所と上宇川保育所が平成
２２年４月に統合し宇川保育所になりま
した。園舎の跡地利用として平成２５年
１０月に宇川加工所が起業。現在は宇
川ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｲﾌﾊｳｽとして地域に活力を
取り戻し、元気印になるように地元食材
で町おこしに奮闘しています。 

宇川温泉よし野の里を起点としてむらおこし 

宇川加工所 

 基地対策室として旧宇川中学校跡地を
利用して安心・安全の相談窓口が設置さ
れています。 

 宇川地区の安全・安心の要となる宇川駐
在所です。現在、米軍のレーダー施設が
建設されており、工事の関係で交通量も多
くなり、今まで以上に「事故ゼロ」の重要性
を担っています。 

久僧公民館 



潮音山 隣海寺 

祭神：天御中主神 
    （あめのみなかぬしのかみ） 
明治４年（１８７１）村社となる。 
側に、蛭子神社と稲荷神社が並び、
また、平成２０年１２月吉日に、急傾
斜地対策工事によりヨマイ坂より移
設された秋葉神社があります・ 

秋葉山 

本尊：観世音菩薩坐像 
昔は岩野山臨海庵といい同字脇地に
創立天和元年（１６８１）常徳寺の末
寺であったが、元禄九丙子年（１６９
６）宮津智源寺の末寺となった。享保
元年（１７１６）同字中地に移転した。
安政七戌年（１８６０）字池田へ移転、
この時山号を潮音寺と号した。 
境内佛堂に薬師堂があります。 
また近くには、江戸時代遠州（静岡
県）秋葉山総本山可睡薺から隣海寺
六世禅師に分祀され、檀家・域内の
火防祈願の石堂巖があります。 

豊住神社 

全体名称 
将来の発展飛躍を【宇川】の名で地域とともに築くことをめざし、また地元
の吉野川の【吉野】の地名を広く知らしめるためにつけられました。 
建物名称 
【ＤＯＭＯ（ドーモ）】です。 
エスぺラント語（国際共通語）で『家』を意味し、また「どうも（おおきに）」な
どの意味を含んだ名称です。 
温泉名称 
【海の温泉 竜宮】 
温泉の窓越しに日本海が眺望でき、浦島伝説や経ヶ岬伝説また建物のイ
メージからこの名称がつきました。 
【山の温泉 香具夜】 
美しい竹林に囲まれたていることから連想された「かぐや姫」という案から、
漢字でイメージしてつけた名称です。 

宇川温泉 よし野の里 

 丹海バスのダイヤ改正で『宇川温泉よし野の里』に路線バス乗り入れとなりました。 
 また、平成２７年１２月１日より『電気自動車充電ステーション』が設置されました。 
 （７時から２２時まで利用可能です。） 

香具夜の露天風呂より 
竜宮内湯より 

上野の高嶋 

電気自動車 
充電ステーション 



平成２８年４月２日（土）～４月３日（日）に開催された「第１回宇川サロン」での様子です。 移動レストランの期間限定イタリアンです。 

４月２日 

４月３日 
お花見をしながら「サロン」を満喫。 

宇川加工所の商品販売の様子です。 



平成２８年５月１４日（土）久僧地区の田んぼで、宇川を拠点に龍谷大学今里ゼミの皆さんが、研究活動の一環として
地元の皆さんと一緒に合同田植をしてる様子です。 



平成２８年９月２３日（金）１０：４３ 稲刈り前日の田んぼです。 

戸根さんからの稲刈りの説明です。 
長靴に履き替え中 

即席の刈った稲の束ね方
の講習会です。 

稲を束ねる藁の束です。 

稲木づくりです。 

平成２８年９月２４日(土）１３：００～稲刈りの様子です。 



手づくり石焼き窯でピザを焼く今里ゼミの３人組です。 

地元産農林水産物販売コーナー 

食生活改善試食会のうどん・ぜんざい販売コーナーです。 
隣では、六三会の丹後ばら寿司コーナーがあります。 

しんのみ市コーナーです。 
おいしい魚介類の出張販売です。 

宇川加工所コーナーです。 
えごまキムチ、磯クッキー、シフォンケーキ、
米ぬかクッキー等を販売です。 

焼き芋コーナーです。 

テーブルで小休止。 



龍谷大学今里ゼミの部屋です。 

恒例のお茶席です。 

ニューズレター 

大正琴のあじさい教室 

今回初発表会のフラダンス同好会皆さんです。 

ベトナム料理です。 
 

作品展（一部）です。 

 喫茶ルームで、
コーヒー、紅茶、
ジュースを販売。 

 今春（４月）より宇川のシェア
ハウスを拠点として活動し、今
までの感じたことの発表部屋
です。 
 ニューズレター（第４号まで）、 
政策提案、部屋に来られた方
に対して宇川に関するアン
ケートの依頼等、宇川の活性
化に向けて提案していました。 
  

政策提案 

 平成２８年１１月２０日（日）に開催された下宇川文化祭です。 
舞台発表会場では、フラダンス、華道吟、歌謡ショー、大正琴、詩吟、新舞踏と
発表がありました。１１時４５分ごろより大抽選会が行われました。 



平成２８年１１月２６日（土）に行われた「ランチバイキング」の一場面です。 
９：３０から宇川地区医療懇談会「認知症高齢者が自分らしく生活する上での支援と関わり方」が行われました。
(講師 京都府立医科大学大学院  医学研究科 精神機能病態学 教授 成本 迅 氏） 
約４０種類のメニューの献立を用意し、盛況のうちに終了しました。 
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